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序

平成 2年の秋に行われた太屋敷遺跡の発掘調査が大きな成果をおさめ、ここにその報告書

が刊行されますことに対し、関係諸氏のご尽力に深〈敬意を表します。

太屋敷遺跡は、昭和51年か ら昭和59年の 4次にわたり学術的な発掘調査を行ってきた 「横

滝山廃寺跡」の関連の遺跡と考えられ、昭和60年には確認調査か実施され「京田 ・太屋敷 ・日光

畑遺跡発掘調査概報」として既に報告書が刊行されている遺跡の一部にあたります。また、寺

泊には、西山丘陵 を始めとする丘陵地帯や島崎川流域に 、先人の築いた遺跡か数多く点在し

ています。一方、昨年は隣の和島村の八幡林遺跡において、歴史的な発見かあ ったとも聞及

んでおります。

近年、社会の急速な変化によって私たちの生活環境も大きく変化し、それにともなう開発

事業も数多く計画されております。これらはまた、大切な文化遺産か破壊の危機にあるとも

言えます。

本米、こうした遺跡は、私たち郷土の歴史的遺産として、現状のまま保存し後世に伝えてい

くことが、現代に生きる私どもの責務であると考えます。 しかし 、開発のためやむをえず事

前に発掘調査を行い、記緑保存の形をとらざるを得ない場合も生じます。今回の調査も、ス

ーバーマーケ ットの出店と言う寺泊町の活性化には避けて通れない開発計画により行った発

掘調査であり、したかってその範囲も必要最小限のものであります。

この調査により、多数の井戸や土坑など、古く数百年前の人間の生活や風習を偲ばせるも

のが数多く発見されております。ここに立ち、遠〈越後山系を眺望した当時の風景はどの様

なものだったのでしょうか。まさに古代のロマンを限りな く広げて くれる調査でありました。

詳細は、本報告書に譲ることといたしますか、こ の報告書の発刊にあたりまして、和洋女

子大学の寺村光晴教授及び同禅物館学研究室の駒見和夫氏をはじめ、新潟県文化行政課の諸

氏のご指森、また調査にご協力をいただいた方々に、改めて深甚なる謝意を表する次第であ

ります。

平成 3年 3月

寺泊町教育委員会 教育長 ｛長名匂II 辻t牙さ



例 言

1 . 本書は、株式会杜マルイか寺泊町敦ヶ曽根地内のスーパーマーケ ット出店計画にともな

う、太屋敷遺跡発掘調査の報告書である 。

太屋敷逍跡は 、新氾県三島郡寺泊町大字敦ヶ曽根字太屋敷218番地 1他である 。

2. 調企にあたり、株式会社マルイと事前の協議を行った。

調査の範囲は、駐車場等により追跡が破壊される部分のみである 。

3. 調査は、平成 2年 9月5日から同年 9月16日までの間、寺泊町教育委員会 （教育長

谷川達栄）か、株式会社マルイと の委託契約に基づ き実施した。

4. 逍物の整理及び報告書の作成は、平成 2年10月から平成 3年 2月にかけて行った。

長

5. 本書の執筆は、 寺村光晴監修の下、 II-(1)発掘調査に至るまでを寺泊町教育委員会事務局

星博か、 他は駒見和夫が行った。なお、調査組織については巻末に記してある 。

6. 出土逍物は、 寺泊町教育委員会が保管している 。

7. 本発掘調査には、各方面から公私にわたり物心両面の多大なご援助とご協力をいただい

f' し一 0 ここに、衷心より厚〈御礼を申し上げる次第である 。
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I 遺跡の立地と環境

太屋敷遣跡は、新潟県三島郡寺泊町大字敦ヶ曽根字太屋敷に存在する 。

この地は新潟県のほぼ中央部、中越地方の海岸寄 りにあた る。中越地方には湘岸線に並行

して、地質的には新第三系からなる低丘陵の西山丘陵が走 っている 。西山丘陵は妙高南麓よ

り北走する束頸城丘陵の支丘で、柏崎平野東端から束部西山丘陵と西部西山丘陵に分かれて

並走する 。東部西山丘陵は本逍跡西側の横滝山を北端とし、西部西山丘陵は弥彦山、角田 山

へと連なる 。西山丘陵には主尾根に直交する方向に支尾根が延び、その間に奥行の深い支谷

が樹枝状に入り込んでおり、谷あいに集洛が点在している 。

西山丘陵の東側には信濃Illが北流し、その中 ・下流に広大な新洵平野か展開する 。また 、

束部西山丘陵と両部西山丘陵の間には、西山町砂田と出雲崎町市野坪の間にある分水脩よ リ

発する島崎川か北流し、新肉平野南部に続く細長い沖栢平野を形成している 。島崎川は、大

正12年通水の大河津分水閉削前まで、本遺跡の北束付近で中ノ ロ川 に合流していたが、古く

は1「l円上寺街に流れ込んでいたものといわれている 。今日では、島崎川はいくつかの放水路

によ って直接日本海に放流され、潟は干拓され水田のひろがる沖栢地とな っている 。 しかし

往時の姿は、潟湖、自然堤防と後背湿地から構成されていたと思われる 。このような中での

自然提防上に、太屋敷遺跡は位置している 。

本逍跡固辺には、縄文時代から 中世に至る間の遺跡か少なからす存在している 。旧円上寺

潟周辺の丘陵上および潟畔には 、縄文・弥生時代の遣跡か多〈みられる 本追跡の北西約600

mにある諏訪田迅跡は、椋莉約12mの沖梢微高地上に位粧するもので、弥生時代中期後半の

土堀俗か発掘され、管玉や同未成品、剥 ．屑1「などが出土 した。

一方、低丘陵 I・.や低地の日然堤防及至微高地上には、奈良 • 平安時代の追跡か多〈存在し

ている 。本逍跡の西方約700mに位凶する横滝山廃寺跡では 、木造）よ班外装の建物跡や礎石抜

き取り穴などの逍構にともない、鵠尾 ・博仏をはじめとする多数の瓦類や土器か出土した。

すなわち、本格的な古代初期寺院であ ったことか解明されている 。また、横滝山の北側i中栢

地にひろかる京田 ・諏訪田追跡では、区画を意図した企画性のある溝や建物跡、セイロ組井

戸側を持つ井戸などの追構とともに、瓦や土器などの逍物か出土しており、官栃的な様相を

呈している 。

中世の遺跡としては、本逍跡の束約300111の同一自然堤防上に日光畑遺跡かある 。珠洲焼な

どか採集されており、本逍跡と一連の迅跡と考えられる 。また、周辺地域には城館跡が多〈

知られている 。寺泊町内には現在18城館が確認されており、いずれも 山城 （要吾）である 。

その中で大字夏戸に所在する夏戸城跡は、規模や防御施設などにおいて他よりぬきんでてい

る。夏戸城は越後守護上杉氏の家臣志田氏の居城てある 。 『志田系図』によると、志田屎秀
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第 1固 周辺の地形と古代 ・中世の主な逍跡の分布

0太屋敷辿跡 ▲城館跡 ●寺院跡 ●集落跡等

1、渡辺城跡

5、京I.I]遺跡

9、和田城跡

13、高内北城跡

17、万能寺城跡

2、赤坂山城跡

6、横滝山廃寺跡

10、木島城跡

14、高内城跡

18、板栴城跡

3、竹森城跡

7、日光畑逍跡

］］、夏戸城跡

15、五分ー城跡

19、金ヶ崎城跡

4、諏訪田逍跡

8、年友城跡

12、 LU頭城跡

16、稲菊城跡
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の時に越後国守護 I:.杉房方 (1421年まで守護職）より夏戸の地を賜ったとあるか、夏戸城染

城の時期は史料がなく明らかでない。城跡は西山丘陵の吊恨先端に位置し、頂部の主郭での

標高は66mである 。馬蹄形状の尾根や入り組んだ谷、周間の沼沢地などの天然の地形を要害

として平固に築かれており、城跡の全体規役は約600mX200mにもなる 。曲輪 ・土畠・空堀

などの遺構は戦国期の恨小尻式山城の特色を持つものであるが、長い間に改造、強化された

ものとの指摘かある （明海忠夫 「ヤ泊町の城館跡」『寺泊町史研究』第 1号 1985)。城の東

ドの夏戸見落には、「館ノ上」 「館ノ内」 「館小路」 「上町」 「中町」 「下町」などの地名か

残っており、居館を中心に小規佼な城下を形成していたことか推柚lされる 。夏戸城跡周辺に

は年友城跡、木島城跡、田叫城跡、伊那占城跡など多くの城砦群か分布しており、その規校

や施設の面から見て、夏戸城はそれらの中心的存hであ ったと思われる 。

この他に、本逍跡と地理的に近く閾係か深いと考えられる城に竹森城跡がある 。標莉20rn

の小独立Ir.上に位四し、主郭 ・出丸 ・幣曲輪などの追構か残り、約300mX250mの縄張りを

イiする 。城に関する記録は、文明年間 (1469-1486)に岩JI:周防守か居城したと 『温古の栞」

にあるのが唯一で、その前後は定かでない。竹森城は、 Ill↓下に本遺跡を含め島崎川 の沖柏地

をひろ〈見渡している

また、中世において寺泊町は佐渡への渡航港湾として発達した，14世紀以降は 1::1本ifif.の拠

点的海港を結んだ交易か1附盛で、年泊港もその一梃を担っていたものと思われる 。能登地）］

の珠洲焼なども、この日本湘交易によ ってもたらされていたことが、寺泊沖の通称タラバか

ら底曳網によ って揚陸されることからも知ること ができる 。さらに、この時期は河川交辿も

発達していた。信濃川流域の六 日市 （長岡市 ）、黒津 (ltJ)、大河津 （寺泊町）、四日町 （三条

iii)などの地名は、 JlJ・連の津ないしこれに関係する市楊町の名残だとされている （中野翌任

「第 2節中世の道 一布と市」 『新尚県史』通史編 2中世 1987)。本遺跡の南束約1.2kmに

は河港大河津かある 。西占志地方から i'1!1原地方へ辿じる街道とあわせて、中世の太屋敷逍跡

は交辿の要衝に位四していたものと思われる 。

II 発掘調査の経過

(1) 発掘調究に至るまで

1) 既往の調査

柚滝山及びその周辺 （京田・太座敷 ・日光畑）は、以前から 「土器片」などが採取され埋

蔵文化財包蔵地として注目されていた

特に、新糾県の指定記念物に指定された「横滝山廃寺跡」の逍跡は、昭和51年 ・57年 ・58
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年・ 59年の 4次にわたり、学術的な発掘調査を行ってきた 。その結果、横滝山周辺の京田 ・

太屋敷 ・日光畑逍跡などと横滝山廃寺跡との関係が注目され、その重要性が島まり、昭和60

年に京田地内の「畑地改良＇ ・ド業」を契機に、京田・太屋敷 ・日光畑逍跡の確認調1Eが実施さ

れ、 『京田 ・太屋敷 ・日光畑迅跡発掘調介概報』として報告山が刊行されている 。

太屋敷遺跡では、逍構確認のトレンチか自然堤防を横断するように、南北に入れられ （長

さ53.5m、幅1.5m)、溝 ・土坑 ・小穴か多数検出されたか、建物跡と明確に断定できるまで

は至らなかった。追物は土師器 ・須忠器片か20点ほど出上している 。これら のことから、 ,p:

安時代を中心とした逍跡であろうと推定されていた。

2) 調査に至る経緯

株式会社マルイ （見附市 ）が、寺泊町大字敦ヶ曽根字太届敷及び七白・地地内にスーハーマ

ーケ ットの出店を計両し、平成 2年 4月20日付けで寺泊町股業委貝会に蔑地法 5条に1rづく

殷地の転用申請を提出した。これについて平成 2年 5月24日付けで、新洞県知事から転用許可

か出された。（樹マルイは 直ちに造成工事にとりかか った。

平成 2年 8月になり、太屋敷逍跡において表土か取払われ、逍構らしきものが森出してい

ることか分った。そこで、急濾 8月201::1に新洵県文化行政課と協議を行うこととな った。幸

い店舗建設地ではなく駐屯場予定地であ ったため、県文化行政課の藤巻正信主任より現地の

調査をお顧いした。この結呆、発掘調介か必要であるとの判断が下された。調牡範間は前記

の確認調介を行った箇所の西側にあたり、前皿トレンチを入れた箇所は含んでいない。

発掘担当者については、和洋女 f大学の寺村光晴教授にお頻いし、同氏と同大学博物館学

研究室の駒見和夫氏が調介主任として派遣されることとな＇）、調任期間を平成 2年 9月5日

から 9月16日までの12日間とすることに決定した。

これを受けて、平成 2年 9月 3日付けで文化財保護法57条の 2による工事の届を（松マルイ

が行い、また寺泊町教育委員会は同日付けで同法98条の 2に），しづ〈発掘調壺の届を文化庁長

官宛提出した。

また、（悧マルイと発掘調4ミの方法 ・経伐その他について協議を行い、 9月4日付けで委託

契約を締結した。

(2) 調査の経過

発掘調在は、平成 2年 9月4日から 9月15日までの延べ12日間にわた って実施した。

9月4日 関係者全貝が現地に集合し、地区設定など発掘調査の諸準備をも冬えると

ともに、今後の打合せを行う 。

9月5-7日 第 1区において、まだ残っている投土を重機で除去し、全体の精介

を行う 。N1ラインから N12ライ ンの間にかけて、井戸や土坑、 小穴などの迅構か集中

して検出された。また第 1区北側の緩斜面に、束西方向に走る小溝 S01を検出した。

4 -



9月8-10日 第 1区の追構の発掘を行う 径か小さ〈て深い井戸か多いため、困

難な作業か続〈 。 そうした中、 SE 11から漆器や鼎物か、 SE8から井戸側の部材か出

上した。発掘終了後、逍構の‘尖測を行う

9月11・121::l 第 1区の迅構および全娯の互貞撮影を行う 。その後、逍り方測叩こ

よ＇）発掘区の illll箪を行う また、追跡の範問確認のためのトレンチ（第 3区）を設定し

発掘するか、逍構は存在しなかった。

9月13日 第 2区の発掘にとりかかる 表上を直機で剥ぎ、その後逍構の発掘と実

iW)を行う 。

9月14日 第 2区の‘炉貞撮影と ill!)i「しを行う で

9月15日 機材の後片付け等の残余の作業を行い、発掘作業を完了する

期間中不頓な応l央に悩まされたか、なんとか調介を順調に進めることかできた これは地

元の調査に参加して下さった打々や大学生語君、およびl具l係者の方々の献身的な努力による

おかげであった これ らの方々に心から感謝の紅を表します。

”• 
. 
'->― 

， -・-・・・・ 

へI

北より発掘区（第 1区）を望む （カット 1)
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付近ではあまりみられなか った←このことは今

回の調企でも同様である 。小穴は多数検出され

建物跡となる可能性のものも存介したか、遺構

は発掘しておらず、また輻1.5mのトレンチ内の

ことであ ったので明瞭には判断できなか った

しかし、逍構か密集することから、この付近か

太屋敷逍跡の中心部ではないかと考えられた

逍物は土師器や須忠器片か約20点出上した。そ
0 6 m 

I I I I I 
-¥ JO の中には、 7世紀代ま でさかのぽる狛恵器知頸

1/1'26 1/1'25 W24 W2:l'11'22 W2J 

第4図 第 2区遺構配凶 豆1ーバーノ，墳麟 辿跡発掘調1i:概報』寺泊町教育委.rl会 1987) 

今回の発掘調査区域は、スーハーの駐車場となる部分 （第 1区）と、その西の乗リ入れ近

壺かあった（か村光晴ほかげコ：田・太屋敷・日光・till

路となる部分（第 2区）に分かれている ，第 1区は調在以前に削‘ドされていたため、 W5ライ

ンの西側部分は地山が約30cm削られていた。調杏区西培界収の七層断1iljをみると、調査時の

追構検出面までとどいていない小穴も存在したようである。 また、 W5ラインの束側部分は

かつて水田に利用されていたため、辿構検出面は本米の地山面より約50cmドがっている 。一

方、調任区域の南端は県道造成のため攪乱を受けていた。同じ〈調査区域の北端も、股道造

成と高圧電線の地下埋設工事、および耕地整理のため撹乱を受けていた。

検出した追構には、井戸 ・土坑 ・小穴 ・溝 ・翌穴状逍構などかある。これらの逍構は、七

に追跡の立地する自然堤防の高い部分 （第 1区南域）に巣中していた 第 1区の地表面の椋

高は約12mであるが、南域の最も高い部分と北域の蚊も低しヽ部分 とては約70cmの弟かある

井戸は円形索掘り のものが中心であ った 逍物は、 f~、 i州焼 · 磁器・上師質十．器や、漆器 ·1111 物 ・ tll

物と l~ った木製品などが出 Lした。また、井戸の堆柏上府や追物の出 L状態などから、 J-'[!Jj:7)

状況を復Jじすることか可能である 。土坑は、上師器や須恵器を出上する ものと、珠iJ-1-¥焼を 出

土するものの二者があ った。

ところで、本逍跡の北側は高さが80cmほど低くなっており、そこに水田か広がっている 視

在水田と畑地との間には農追か東西に走＇）、仙 l者を区l斬している 今回の開発行為では、こ の

水田部分を土盛りし建物の敷地としていた。その部分は逍跡の範凹には含まれていなか った

か、太屋放追跡の範囲と地山の状況を確認するために、トレンチ発掘を行った 建築工事は

すでに始まっており、柏んである査材や動きまわる重機の合間をぬうという制約かあ った。

そのため第 1区と農道を附てた場所に、長さ 12111幅 2111のトレンチを 1箇所だけ設定するこ

とか出来た（第 3区）。 土層は、スーハー敷地の約35cmにわたる盛上下に1享さ約30cmの水Ill耕

作土かあり、その下が地山とな って いた。限られた狭い範囲のトレンチではあったが、直構

は存在しなかった。
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発掘調査の方法は、第 1区の東南限調査区域外に基準杭を設け、そこから真北方向と真西

方向に基線を設けた。なお、磁北方位は真北に対し西偏約 7°10'である。 この基線に甚づい

て、 3X3mのグリ ッドを設定した。このグリ ッドは、アルファベ ットと数字の組み合わせ

によって呼ぶこととした。つまり、基準杭から北へN1、N2、N3・ ・・、西へWl、W2、

W 3・ ・ ・ となる 。また、 3X3mの各グリ ッドの呼称は、その東南隅の交点をグリ ッ ド名

とした。例えば、 N3ラインと W4ラインの交点を東南隅に持つグリ ッドは、N3W4である 。

(2) 遺構

発掘された逍構には、第 1区に井戸 ・土坑 ・小穴 ・溝 ．竪穴状逍構か、第 2区に土坑 ・溝

などかあ った。これらの遺構は、自然堤防の高い部分に密に存在していた。以下、井戸=SE、

土坑=SK、溝=SD、その他の逍構=SXとして記してい〈こととする 。

1) 井戸

第 1区の N12ラインより南側にのみ17基検出した。すなわち、自然堤防の裾部分には存在

せず、高い部分にあった。

SEl (第3図） NllWll-12グリ ッドにおいて検出した円形素掘りの井戸で、上部径

約90cm、底部径約40cm、深さ 118cmである 。断面は底部に至るにしたがい、南に寄って細くす

ぽまる 。底部は概ね平坦である 。形態は SElOに似ている。土層は 4層に分かれ、上から暗

褐色土が互層をなして堆梢していた。

逍物は出土しなかった。

SE2 (第 5図、図版第 3-1) NllW8グリ ッドにおいて検出した。確認面では楕円

形を呈し、底部では概ね円形を呈する井戸である 。上部は長径150cm、短径120cm、底部径約

85cmで、深さ 212cmを測り、確認面から 150cmで東壁にゆるやかな段を持ち、底部は平坦であ

る。土層は 8層で、底部から約45cm上部の付近に、植物繊維を多醤に含む層 (7層）が存在

した。また、 1・2層は堅〈しまっていた。

逍物は、珠洲焼胴部片 2点、土師質土器片 2点、鉄滓 1点、礫 l点が出土した。珠洲焼，
ぃ y がわ

かわらけ ・礫は 4-6層中、鉄滓は 3層からの出土である 。他に、井戸側 （井戸の地下に設

けられる井壁保護施設の名称は、本報告書では井戸側と呼称する 。この施設を井簡や井戸枠

との呼び方もあるが、広辞苑によると筒は円＜細長い形に限定され、枠は細い木材で造った

布吊 ・紙などを張る骨や輪郭の意味を持つものである 。 これに対し、側はまわりを包むも の

あるいは囲むものの意味があり、その機能や形態を考えた場合、井戸側が最も適切な名称と考

えられる 。） の部材と考えられる板材が 1点、底面から約20cmの位置で出土した。部材らしき

ものはこの 1点だけなので、井戸側が存在したかどうかは疑わしい。しかも出土した板材は

断面か三角形であるので、部材とすれば井戸側上部の横板と思われる 。したかって、井戸廃

棄時に投棄されたか、あるいは埋置されたものである可能性が高いであろう 。

- 9 -
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ところで、本井戸は掘竪時に底部付近において埋没していた倒木にぶつかっている 。そこ

で井戸の壁面に沿って、鋸状の金属工具で倒木を切断している 。

SE3 (第3図） N9W6グリ ッドにおいて検出した円形素掘りの井戸で、上部径約90

cm、底部径約80cm、深さ 195cmである 。断面は井戸中位下で若干膨らみ、底部は平坦であ った。

形態は SE2に似ている 。 土層は上から暗褐色土、黄褐色土、黒褐色土、青灰色粘質土の 4

層である 。そのうち 1層の暗褐色土と 2層の黄褐色土は、平〈しま っていた。

逍物は薄板材片が 2点、 3層の黒褐色土層中よ 1)出土した。

SE4 (第 5図、図版第 3-2) N9-10W2グリ ッドにおいて検出した、円形の井戸

である 。湧水のため完掘できなか ったので、底部はポーリングによって確認した。上部径約

190cm、深さ約270cmである 。土層は 6層に分かれ、はは中位に黒褐色土の層 (4・5層）が

あり 、その中に葦 （図版第 7-14)と灰の混じ ったものが径約100cm、厚さ約30cmにわた って

層をなしていた。また、上層は昭くしま っていた。

逍物は黒褐色土層 (4・5層）を中心に、珠洲焼壺胴部片 1点、 土師器甕片10点、 曲物底

板片 1点、杓子の受部と思われる木製品片か 1点出土した。

SE5 (第 3図） N8W6グリ ッドにおいて検出した円形素掘りの井戸で、上部径約120

cm、底部径約100cm、深さ 118cmである 。東側壁は底部から約30cm付近で段をなし、底部は概

ね平坦であ った。形態は SE13に似ている 。 土層は 3層に分かれ、上から暗褐色土、黒褐色

土、黄褐色土が堆柏していた。

逍物は、土師質土器片15点と曲物片 3点か、底部から約30cm上の、黒褐色土層下部から出

土した。

SE6 (第 3図） N7W3グリ ッドにおいて検出した、円形素掘りの井戸である 。上部

径約100cm、底部径約65cm、深さ 164cmを測り、形態は SElOに似ている 。土層は上から黄褐

色土 (1層）、暗褐色土 (2層）、灰が多絨に混じる黒褐色土 (3層）、青灰色粘質土 (4層）

に分かれる 。 1層と 2層の上部は、昭〈しま っていた。

遺物は、木片 1点と赤漆塊（図版第 7-12・13)が 3層中から出土した。

SE7 (第 3図、図版第 3-3) N7W3グリ ッドにおいて検出した、円形素掘りの井

戸である 。上部径約70cm、底部径約50cm、深さ 132cmを測り、形態は SElOに似ている 。土層

は上から暗褐色土 (1層）、灰が多量に混じる黒褐色土 (2層）、青灰色枯質土 (3層）に分

かれる 。 1層は墜くしまっており、 2層は約70cmと厚く堆柏していた。

遺物は出土しなか った。

SES (第 5図） N6-7W4-5グリ ッドにおいて検出した、円形の井戸である 。i勇

水のため完掘できず、底部はポーリングによって確認した。上部径約210cm、深さ約215cmで

ある 。土層は 8層に分かれ、上層は堅くしまっていた。 3- 7層は、土が四方から投げ込ま

れたように土層が入り乱れた状態であった。
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多
以り

SEll 
l層、暗褐色土

2府、黒褐色土で炭化物を

多砒に含む

3層、脊灰色粘質土

1層、暗褐色七

2屑、暗褐色土で

粘性を持つ

3府、焦褐色土

4府、暗賀褐色土

5陪、黒色土

SE 13 

ーロ

1屑、暗褐色土

2屑、暗褐色土で

粘性がある

3層、暗黄褐色土

4屑、黒褐色土

5府、暗黄褐色土

゜

SE 12 

1層、暗褐色土

2府、褐色土

3府、暗褐色土で炭化

粒を含む

4府、暗褐色土で炭化

粒を多秘に含む

5層、黒褐色土で炭化

粒を含む

6 ll'i、黒色土で炭化物

を多祉に含む

1層、暗褐色土

2屑、褐色土

3 /l'l、焦褐色土で粘性

が強し、

4屑、暗褐色土

5屑、黒褐色土

6 /fl、黒褐色土で枯性

がある 。

2 m 

7層、灰白色粘土

8層、灰

9屑、黒褐色土で灰を

多批に含む

IO層、灰

11層、灰白色粘七で灰

を含む

12層、灰

13府、明灰色枯質土

7屑、黒褐色土

8層、黒色土で砂屑を

含む

9層、黒褐色土で梢物

繊維を多批に含

む

S El4 

第6図 井戸 (SEll・12・13・14・17)
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逍物は、珠洲焼甕片 3点、珠洲焼片口鉢片 1点、青磁細片 1点、土師質土器片11点、彫刻

の施された木製品（組み合わせ式の鳥形の炭部分と思われる） 1点、四角柱状木製品 1点、

井戸側部材と思われる板材17点、煤か付着した拳大の礫 3点か出土した。これらの遺物のう

ち、部材は 8層の脊色枯土中からで、それ以外は全て 3-7層中からの出土である 。

部材は長方形の薄い板材であることから、縦板を厚く重ねた井戸側であったことか推察さ

れる 。

本井戸では、遣物の出土状態や土層の堆積状態から、井戸廃棄時の様子をよ〈窺う ことが

できた。まず、周囲を青色枯土で固めてあった井戸側を取り除き、次に黒褐色土や暗褐色土

などとともに、珠洲焼片や青磁片・土師質土器片 ・木製品 ・焼けた礫を投げ込んでいる 。最

後にさらに土を覆い全て埋めてから、陥没しないように上からつき固めるという順序が復元

される 。

SE9 (第 3図） N6W6グリ ッドにおいて検出した、円形索掘りの井戸である 。上部

径約95cm、底部径約65cm、深さ 134cmを測り、底部は平坦で、壁は直線的に立ち上がる 。形態

はSElOに似ている 。土層は上から黄褐色土、ロームブロ ックを含む暗褐色土、暗褐色土の

3層に分かれる 。

辿物は、土師質土器細片11点と礫 1点が出土した。

SE10(第 5図、図版第 3-4) N5-6W4グリ ッドにおいて検出した、円形素掘り

の井戸である 。上部径約95cm、底部径約55cm、深さ 142cmを測リ、底部は概ね平預で、壁は直

線的に立ち上がる 。土層は 8層に分かれ、上部の 1-3層は堅〈しまっており、井戸のはぼ

中程には焼土粒子を含む黒褐色土層 (5層）があ った。

逍物は 、珠洲焼片 口鉢片 1点、土師質土器片 1点、桜樹皮 1点、木片 7点、煤の付着した

磨石 1点、焼けた礫 l点が出土した。遺物は 5層の焼土粒子を含む黒褐色土層を中心に、 4

-6層中からの出土である 。

SEil (第 6図、図版第 3-5) N5W2グリ ッドにおいて検出した、円形素掘 りの井

戸である 。上部径約95cm、底部径約90cm、深さ 198cmを測り、底部は平坦で、壁は直線的に立

ち上がる 。土層は上から暗褐色土 (1層）、炭化物と灰を多量に含む黒褐色土 (2層）、青灰

色枯質土 (3層）の 3層に大別される 。堆積土の厚さは、 1層約50cm、2層約100cm、3層約

30cmを測り、 2層が極めて厚く、 1層は座くしま っていた。

逍物は、土師質土器片 2点、漆器皿 1点、曲物片21点、箱物片 1点、絵描板状木製品 1点、

箸状木製品 1点、棒状木製品片（柄杓か） 10点、四角柱状木製品片 1点、不明木片 2点、小

枝片 3点が出土した。いずれも 2層の黒褐色土層下部からの出土である 。

SE 12 (第6図、図版第 3-6) N4W6グリ ッドにおいて検出した、円形の井戸であ

る。西側の一部が調査区域外にかかるため、完掘できなか った。上部径約130cm、底部径約65

cm、深さ 267cmを測り、底部は平坦で、底部から55cm上の南側壁に段を持って いる 。土層は13
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層に分かれる 。 3層から 6層までの厚さ約 13 0 cmにわたって炭化物か含まれており、特に

4-6層はその量か著しか った。また、その下に灰白色枯質土層と灰層が互層をなしていた

(7 -12層）。 1層は堅くしまっていた。

逍物は、珠洲焼壺胴部片 6点、土師質土器片 2点、表面が炭化した杭 8点か出土した。こ

れらの遺物のうち、杭は最下層 (13層）の明灰色粘質土層からで、 他は 7-12層中からの出

土である 。

また、本井戸も SE2と同様に底部付近で埋没倒木に接しており 、 鋸状の金属工具で切断

しているのが観察された。

SE 13 (第 6図） N3W4グリッドにおいて検出した、円形素掘りの井戸である 。上部

径約100cm、底部径約70cm、深さ 88cmを測り、底部は平坦で、壁はほぱ直線的に立ち上がる 。

土層は上から暗褐色土 (1層）、枯性を持つ暗褐色土 (2層）、黒褐色土 (3層）、暗黄褐色

土 (4層）、黒色土 (5層）に分かれる 。 1層は堅〈しま っていた。

逍物は、 3層の黒褐色土層を中心に、 20cm大の焼けた礫が 4点出土した。

SE14 (第6図） N2W4グリ ッドにおいて検出した円形の井戸で、上部径約160cm、底

部径約90cm、深さ 270cmである 。底部は若干丸みを帯び、壁はほぼ直線的に立ち上がる 。下部か

らは涌水があ った。土層は 9層に分かれる 。井戸中位には黒褐色土の層かあり (3・5- 7層）、

最下部の 9層は植物繊維を多量に含んでいた。また、 1・2層は堅〈しまっていた。

遺物は、珠洲焼甕胴部片 2点、白磁皿片 1点、土師質土器片 2点、木片 1点、15cm大の焼

けた礫 2点か出土した。いずれも 7層からの出土である 。

SE15 (第3図） N2W3グリ ッドにおいて検出した、円形素掘りの井戸である 。上部

径約90cm、底部径約65cm、深さ 138cmを測り、底部はほぼ平坦で、壁は直線的に立ち上がる 。

形態は SElOに似ている 。土層は上から暗褐色土、黄褐色土、黒褐色土、青色枯土の 4層に

分かれる 。上層は堅くしま っていた。

逍物は 、木片か 2点出土した。

SE 16 (第 3図） NlW2グリ ッドにおいて検出した、円形素掘りの井戸である 。上部

径約115cm、底部径約100cm、深さ 100cmを測り、底部はほぼ平坦で、壁は直線的に立ち上がる 。

形態は SE13に似ている 。土層は上から暗褐色土 (1層）、黄褐色土 (2層）、黒褐色土 (3

層）、ロームブロックを含む暗褐色土 (4層）に分かれる 。 1層は堅くしま っていた。

遺物は 3層の黒褐色土層中から、珠洲焼片 口鉢片 1点、板材片 2点、煤の付着した磨石 l

点が出土した。

SE 17 (第 6図） Nl W4グリ ッドにおいて検出した円形素掘りの井戸で、上部径約88

cm、底部径約60cm、深さ83cmである 。底部は若干丸みを帯び、壁は崩落のためか所々段を有

する 。土層は上から暗褐色土、粘性のある暗褐色土、暗黄褐色土、黒褐色土、暗黄褐色土の

5層に分かれる 。上層は堅くしま っていた。
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遺物は、土師質土器片か 3点出土した。

2) 土坑

第 1区で21基、第 2区で 1基検出した。平面形は円形のものか主であるが、長方形を呈する

ものも 3基存在した。土坑は調査区域全域にみられるか、やはり他の遺構と同様、自然堤防

の高い部分を 中心に分布している 。

SK 1 (第 3図） Nl6W5グリ ッドにおいて検出した楕円形の浅い皿状の土坑で、上部

長径67cm、短径48cm、底部長径42cm、短径33cm、深さ 22cmである 。土層は暗褐色土の 1層の

みであった。

遺物は出土しなかった。

SK2 (第 3図） Nl5W 6グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約75

cm、底部径約68cm、深さ 23cmを測り 、底部は平坦である 。土層は暗褐色土の 1層のみであっ

t・ ~ o 

遺物は出土しなか った。

SK3 (第 3図） Nl3W 6グリ ッドにおいて検出した、ほぼ南北に主軸をとる長方形の

浅い土坑である 。上部は長軸185cm、短軸88cm、底部は長軸151cm、短軸80cm、深さ 8cmであ

る。土層は黒褐色土の 1層のみであ った。

逍物は、珠洲焼甕胴部片が 1点出土した。

SK4 (第 7図） N 12Wl3グリ ッドにおいて検出した、はほ円形を呈する土坑である 。

上部径約96cm、底部径約60cm、深さ 38cmを測り、断面は U字形を呈する 。土層は上から暗褐

色土、黄褐色土、暗褐色土の 3層に分かれる 。

逍物は出土しなか った。

SK5 (第 7図） N 12Wl2グリ ッドにおいて検出した、長方形の土坑である 。上部は長

軸123cm、短軸55cm、底部は長軸116cm、短軸47cm、深さ 35cmである 。土層は 3層に分かれ、

下層になるにしたかい枯性か強くなる 。

逍物は出土しなか った。

SK6 (第 7図） N 12Wllグリ ッドにおいて検出した、はば円形を呈する浅い皿状の土

坑である 。 上部径約128cm、底部径約86cm、深さ 18cmを測り、 土層は暗褐色土の 1層のみで

あった。

逍物は、土師器片が 1点出土した。

SK? (第 3図） N8-9W2グリ ッドにおいて検出した、楕円形の土坑である 。上部

は長軸80cm、短軸58cm、底部は長軸63cm、短軸44cm、i菜さ 25cmを測り、断面は U字形を呈する 。

土層は上から暗褐色土、黄褐色土の 2層に分かれる 。

遺物は、土師器坪 l点、土師器皿 l点か出土した。

SK8 (第 3図） N8W5グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約90
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SK 12 SK19 

H 
第7図土坑 (SK4・5・6・12・14・19)

1府、暗黄褐色七

2屑、暗褐色上

3層、黒色土て炭

化物を多屈~

に含む

4府、黄褐色土で

焼土粒を含

Im 
む

cm、底部径約25cm、深さ32cmを測り、断面はすり鉢状を呈する 。土層は焼土粒子と炭化粒子

を含む黒褐色土層のみであ った。

逍物は、土師器片か 5点出土した。

SK9 (第 3図） N6W4グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑である。上部径約100

cm、底部径約40cm、深さ 72cmを測り 、断面は U字形を呈する 。土層は上から暗褐色土、黄掲色

土、炭化物を含む黒褐色土の 3層に分かれる。

逍物は、土師器坪 2点、土師器甕片 8点、須恵器長頚壺頚部片 2点、須恵器猥胴部片2点

か出土した。

SK 10 (第 3図） N6W6グリ ッ ドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約65

cm、底部径約40cm、深さ50cmを測り、底部は概ね平坦で、断面は逆台形を呈する 。土層は上

から暗褐色土、賀褐色土の 2層に分かれる 。

逍物は出土しなかった。

SK11 (第 3図） N5W4グリ ッドにおいて検出した、 円形の浅い皿状の土坑である 。

上部径約60cm、深さ 13cmを測り、土層は暗褐色土層のみであ った。

遺物は 出土しなかった。
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SK 12 (第 7図） N4W6グリ ッドにおいて検出した円形の土坑で、上部径約110cm、底

部径約65cm、深さ 55cmである 。検出面から23cmの深さで一部に段を有する 。土層は上から炭

化物を含む暗褐色土、暗褐色土、黒褐色土の 3層に分かれる 。

遺物は、須恵器甕胴部片 1点、土師器片 4点、鉄滓 l点が出土した。

SK 13 (第 3図） N4W5-6グリ ッ ドにおいて検出した、楕円形の土坑である 。上部

は長軸80cm、短軸45cm、底部は長軸62cm、短軸34cm、深さ 38cmを測り、断面は逆台形を呈する 。

土層は上から暗褐色土、黄褐色土の 2層に分かれる 。

遺物は出土しなかった。

SK 14 (第 7図、図版第 4-1・2) N4W5グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑

である 。上部径約65cm、底部径約50cm、深さ50cmを測り、底部は平坦で、壁は直線的に立ち

上がる 。土層は上から暗褐色土、黄褐色土、炭化物を含む黒褐色土の 3層に分かれる 。

遺物は、土坑のはほ中程の深さから礫が 2点出土し、その下に浪されたような状態で珠洲

焼片口鉢片が 3点出土した。片口鉢はいずれも別個体であった。

SK15 (第 3図） N3W6グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約90

cm、底部径約70cm、深さ50cmを測り、断面は U字形を呈する 。土層は上から暗褐色土、ローム

プロ ックを含む暗褐色土、黄褐色土の 3層に分かれる 。

逍物は、土師器片 3点、須恵器坪片 l点が出土した。

SK16 (第 3図） N3W2グリ ッドにおいて検出した、はほ円形を呈する土坑である 。

上部径約90cm、底部径約75cm、深さ 52cmを測り、底部は概ね平坦で、壁は直線的に立ち上が

る。土層は上から暗褐色土、黄褐色土、枯性を持つ暗褐色土の 3層に分かれる 。

逍物は、土師器片 1点、須恵器壺片 1点、砥石 1点が出土した。

SK 17 (第 3図） N3W2グリ ッドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約95

cm、底部径約75cm、深さ64cmを測 り、断面は U字形を 呈する。土層は上から暗褐色土、黄褐色

土、暗褐色粘質土の 3層に分かれる 。

逍物は、拳大の礫が 2点出土した。

SK 18 (第 3図） N2W5グリ ッ ドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約75

cm、底部径約65cm、深さ 24cmを測り、断面は U字形を呈する 。土層は上から暗褐色土、炭化物

を含む暗褐色土の 2層に分かれる 。また、底部と壁の下部が若干焼けていた 。

遺物は、土師質土器片 1点、煤の付着した磨石 1点、約15cm大の煤の付着した礫 2点が出

土した。

SK 19 (第 7図） N2Wl-2グリ ッドにおいて検出した円形の土坑で、上部径約100cm、

底部径約70cm、深さ55cmである 。断面は U字形を呈 し、土層は 4層に分かれる 。 3層は炭化

物を多紐に含む黒褐色土層である 。最下層の 4層は焼土粒子を含む黄褐色土層で、若干生焼

けのような状態であ った。
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遺物は、煤の付着した磨石が 1点出土した 。

SK20 (第 3図） N2W3グリ ッドにおいて検出した 、円形の土坑である 。上部径約80

cm、底部径約50cm、深さ 54cmを測り 、断面は逆台形を呈する 。土層は上から暗褐色土、黄褐色

土の 2層に分かれる C

遺物は出土しなか った。

SK21 (第3図） NlWlグリ ソドにおいて検出した、円形の土坑である 。上部径約70

cm、底部径約55cm、深さ46cmを測り、断面は U字形を呈する 。土層は上から黒褐色土、黄褐色

粘質土、暗褐色上の 3層に分かれる 。

遺物は、土師器坪が 1点出土した。

SK22 (第4図） 第 2区の Nll-12W23グリ ッドにおいて検出した、ほぱ南北に主軸を

とる長方形の浅い土坑である 。上部は長軸163cm、短軸82cm、底部は長軸140cm、短軸58cm、

深さ 16cmてある 。底部は概ね平坦で、上層は暗褐色土層のみであった。

遺物は出土しなか った。

3) 小穴

ここでは、径か50cm以下のものを小穴として扱う 。小穴は全部で153個検出されたか、第 2

区には存在しなか った。深さは最も深いもので約40cmを測るか、全体的には比較的浅いもの

が多か った。いずれも、ほぱ垂直に掘り込まれていた。遺物を伴出したものは、 N4W5グ

リッドで珠i州焼甕片を出土した 1箇所だけであ った。

小穴の分布は、標高の高い N3-8W4-6グリ ッドにおいて密であ った。その中で企画

性を持って並び、建物の柱穴と推定されるものは存在しなかった。 しかし、調査時にはW5

ラインの西側部分はすでに地山か約30cm削られており、 W5ラインの東側部分は水田耕作の

ため本来の地山面より約50cm下かっていた。調査区境界西壁の土層断面には、調査時の遺構

検出面にまで達していない小穴も幾つかみられるので、建物の柱穴が存在した可能性は必ず

しも否定できないと思われる 。

4) 溝

自然堤防の裾部を東西に走る 2条の溝と、溝状の遺構を 1基検出した。

5D1 (第3・4図） 第 1区の北側を東西に横切る溝である 。N11 Wl2グリ ッド付近で

2本に分かれるか、第 2区においてその延長が検出されている 。本遺跡の位置する自然堤防

北側緩斜面の、端に沿って延びているようである 。幅は35-45cmで、深さは N10Wl2グリ ッ

ド付近で30cmと最も深く、 Nl2W7グリ ッド付近では確認面上にわずかに痕跡を残すだけで

あった。溝の断面は浅い U字形で、土層は暗褐色土層のみである 。

遺物は、土師器片 3点、須恵器甕胴部片 6点、棒状の鉄器 1点が出土した。

5D2 (第 3図） N 15W 2 -5グリ ッドにおいて検出した、東西に延びる浅い溝である 。

幅は確認面で約65cm、深さは溝の東端で15cmを測り 、西に行くにつれて浅くなる 。溝は N15 

- 18 -



／
 

~ 三グ／爪／グ／グ1/~/////~戸三―
0 zm 

第 8図竪穴状遺構 (SXl)
1屑、賠褐色土 2府、貨褐色土 3屑、ロームプロ ／ク

W5グリ ッ ドで浅〈立ち上がっ

て途切れるが、本来はまだ西に

延びていたものと思われる 。上

層は暗褐色土層のみであ った。

逍物は出土しなか った。 しか

し、堆梢土から判断すると 、S

D 1と同時期の溝であると推察

される 。

S03 (第3図） Nl4W 9 

-12グリ ッ ドにおいて検出した

溝状の遺構である 。上部は長さ

7 .25m、幅0.92m、底部は長さ

7 .18m、I幅0.74m、深さ 0.2mを

i!illり、底部は概ね平坦で、断面

は逆台形を呈する 。土層は黒褐

色土層のみであ った。

逍物は出土しなか った。

5) その他の遺構

第 1区において 2基の竪穴状逍構と、第 2区において不定形の遺構を 1基検出した。

SXl (第 8図、図版第 4-3) Nl2-13Wl2-13グリ ッ ドにおいて検出した、不整な

方形を呈する竪穴状追構である 。上部は長軸2.91Ill、短軸2.04m、底部は長軸2.73m、短軸1.85

m、深さ 0.27mを恨ljり、底部は平坦で、壁は直線的に立ち上かる 。土層は基本的に 2層が堆梢

している 。竪穴東側は暗褐色土で、西側は黄褐色土であ った。

逍物は土師質土器皿片か 1点、底面から出土した。

SX2 (第 3図） N 11 Wl2-13グリ ッ ドにおいて検出した、矩形の竪穴状逍構であ る。

SDIを切って掘られており、 上部は長軸2.78m、短軸長辺 1.6m、短軸短辺 l.lm、底部

は長軸2.63111、短軸長辺1.32m、短軸短辺 0.8m 、深さ 0.3111である 。底部は概ね平坦で、壁

は直線的に立ち上がる 。土層はロームブロックを含む暗褐色土層のみであ った。

遺物は、土師質土器片が 1点出土した。

SX3 (第4図） 第 2区の N12-13W22-23グリ ッ ドにおいて検出した、不定形の遺構

である 。調査区外の東にまだ延びるもので、幅は広い部分で1.5m、狭い部分で0.5m、深さは

約0.12mを測り、底部は若干の凹凸がある 。

逍物は出土しなか った
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N 出土の遺物

太屋敷遺跡から出土した土器や陶磁器類には、土師器、須恵器、珠洲焼、白磁、青磁、土

師質土器かあ った。 また、木製品には漆器、曲物、箱物、杓子、彫刻の施された木製品、箸

状木製品、井戸側部材などかある。他に、石器や鉄関係遺物が若干出土した。

(1) 平安時代の土器

土師器と須恵器かある。遺構にともなうものは、土坑と溝からの出土が主であった。

1) 土師器 （第 9同 1-6、図版第 5-1-4)

器種は坪、皿、甕がある 。

1、2は坪で、 1は口径13c皿底径4.5cm、器高 5cmである 。底部は左回転の糸切りで、体

部は薄〈内湾気味に立ち上かり、水挽き痕を残している 。SK21から出土した。 2は口径12.6

cm、底径 5cm、器高4.5cmである 。明瞭な水挽き痕を残す体部は内涜して立ち上かり、口縁部で

若干外方に折れる 。 SK9から出土した。

3・4は皿である。 3は底径 5cmを測り、底部には回転糸切り 痕が残っている 。 S K7か

ら出土した。 4は底径5.2cmを測り、器面調整は摩耗のため不明である 。 S K9から出土した。

5、6は甕である 。5は口径18.8cmを測り、口緑部内側か肥厚し、端部に向かって若干内湾す

る。明褐色を呈し、焼成は不良である 。 SE4から出土した。 6は底径7.8cmを測り、底部は

回転糸切リである 。明褐色を呈し、胎土には雲母を含んでいる 。 SE4から出土した。

2) 須 恵 器 （第 9図 7-11、図版第 5-5-9)

器種は坪、甕、長頸壺などがある 。図示できるものは猥だけであった。

7 -11は甕胴部である 。 7は外面に横位の叩きの後それをナデ消しており、内面には連弧

文のあて具痕かみられる 。 S Kl2から出土した。 8は外面に格子目文の叩きを施し、内面に

は格子目文と同心円文のあて具痕がみられる 。 SDlから出上した。 9 は外面に格—f 目文の

叩きを施し、内面に は上部に斜位、下部に縦位の平行文のあて具痕かみられる 。 SDlから

出土した。10は外面に格＋目文の叩きを施し、内面には連弧文と平行文のあて具痕かみられ

る。 SDlから出土した。 11は外面に格子目文の叩きを施し、内面には同心円文のあて具痕

かみられる 。第2区の毅士中から出土した。

以上の土師器と須恵器の年代を観察すると、 1・2の土師器坪は底部が回転糸切りで、体

部は若干丸みを持ち、水挽き痕が比較的明瞭に残っている 。 こうい った特徴を持つ土師器坪

は、聖篭町山三賀 II遺跡において分類されている土師器椀B類にあたり、 9世紀第 3四半期

に比定される N2期には確実に一定錆存在すると指摘されている （坂井秀弥はか『山三賀 II

遺跡』新潟県教育委員会 1989)。本遺跡出土のものは水挽き痕か明瞭に残ることから、その
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第9図 出土土師器・須恵器

初期段階に位置付けられよう 。同様の土師器坪は、周辺の遺跡では横滝山廃寺跡や京田遺跡

においても出土している 。

一方、土師器甕は口縁部が肥厚し断面が丸味をおびている 。坪と較べてかなり後出的な様相

を持つものであるが、平安時代の範疇の中でとらえられよう 。須恵器甕も概ね同期に比定される 。

(2) 中世の陶磁器類

出土したものには珠洲焼、白磁、青磁、土師質土器かある。主に井戸と土坑から検出され

た。土師質土器は細片のみで図示できなかった。

1) 珠洲焼 （第10図、図版 5-10-19)

器種は甕、壺、片口鉢かある 。

1 -3は甕胴部と思われる 。 1は器壁か約2.2cmと厚く、外面は条線の比較的細かい叩き目

で、内而は押圧痕かみられる 。暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。N4W5グリ ッドの小穴

から出土した。 2も器壁か約2.3cmと犀く、外面は条線の細かい叩き目で、一部をナテ消して

いる。胎土には白色砂粒を含み、暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。SE16から出土した。

3は外面が条線の比較的太い叩き目で、内面は押圧痕がみられる 。胎土には白色砂粒を含ん

でいる 。 暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。SE2から出土した。
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第10図 出土珠珊焼

4-8は壺胴部と思われる 。図示できなかったものも含めて、壺は叩き成形のものばかり

であった。4は外面が条線の太い叩き目で、内面には押圧痕かみられる 。灰白色を呈し、焼

成は堅緻である 。 SE12から出土した。 5は、外面に条線の比較的太い綾杉状の叩き目が認

められる 。暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。 SE12から出土した。 6は、外面に条線の太

い綾杉状の叩き目が認められる 。暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。 SE4から出土した。

7は外面か条線の比較的細かい叩き目で、内面には押圧痕がみられる 。灰白色を呈し、焼成は

堅緻である 。SE12から出土した。8は外面が綾杉状の叩き目で、条線は比較的太〈、内面に

は押圧痕がみられる 。暗灰色を呈し、焼成は堅緻である 。SE12から出土した。

9 -13は片口鉢で、 9は口径26.3cmである 。体部は若干内湾気味に開き、口縁部は丸みを

持つが端部は外傾する面を持つ。体部外面には口縁下 3cmの部分に二条の沈線がめぐ り、口縁

部内側は若干窪んで沈線状になっている 。卸し目は比較的粗く、幅2.7cm、11本が 1単位で、

内面全体に施されていたも のと 推測される 。胎土には小石を若干含んでいる 。灰色を呈し、

焼成は堅緻である 。 SE14から出土した。10は口径22cmを測り、水挽き痕を明瞭に残す体部
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は直線的にひろかる 。口縁部は内傾して内側に突出した面を有し、そこには櫛目波状文がめ

ぐる 。内面の卸し目は櫛目波状文と同一工具を使用しており 、内面全体に施されていたもの

と推測される 。胎土には小石を若干含んでいる 。賠灰色を呈し、焼成は昭緻である 。 SK 14 

から出土した。

11は底径12.8cmをil!il1J、底部は静止糸切りで、体部は直線的に立ち上かる 。内外面ともに

水挽き痕か明瞭にみられる 。内面には全体に卸し目が施されていたものと推測される 。胎土

には小石を含み、灰色を呈し、焼成は呪緻である 。 SKl4から出土した。 12は底径13.6cmを

測り、底部は静止糸切りで、イ本部には水挽き痕か比較的明瞭にみられる 。卸し目は内面全体

に施されている 。胎土には小石を若干含み、賠焦灰色を呈し、焼成は咄緻である 。 SE8か

ら出土した。13は底径11cmを測り、底部は静止糸切リで、 内面の体部と底部の境に沈線かめ

ぐる 。卸し目は深くし っかりしたものがわずかに残 っている 。灰色を呈し、焼成は略緻であ

る。 SElOから出土した。

2) 磁 器 （第11図、図版第 5-20) 

器種は白磁と青磁が各 1点ある。青磁は SESから出土したが、細片のため図示できなか

った。

支

゜
戸

図示したものは白磁の皿である。口径10.6cm、

底径4.1cm、器高1.6cmを測り、器壁は薄い。体部

5cm 
は水挽き整形で、 外面の体部下半は二段のヘラ削

第11図出土白磁
りによって仕上げられている。SEl4から出土した。

以上の中世遣物の時期について、珠洲焼の年代

観をもとに考えてみたい。新潟県では北部の笹神丘陵周辺に、 13世紀前半頃の背中炎窯をは

じめとする珠洲焼系の在地窯が知られている 。そのため本遺跡出土のものも一概に珠洲焼と

はいえない。 しかし、出雲崎町番場遺跡では、出土した 13世紀から15世紀前半までのものを

胎土分析した結果、すべて珠洲焼であった。そうしたことから、背中灸窯などの在地窯の製品

は県北部の阿賀北地方を中心に流通し、それ以外の地域で出土するものは基本的に珠洲焼と

みてよいであろうと指摘されている （坂井秀弥・金沢道篤はか 『三烏郡出雲崎町番場遺跡』

新株）県教育委員会 1987)。 したかって本逍跡出土のものも珠洲焼としておく 。

珠洲焼は I-VII期の編年区分が明らかにされている （吉岡康暢「中世陶器の生産と流通」『考

古学研究』 108号 1981はか）。壺 5・6・8は綾杉状の叩き目を持つもので、N期に含めら

れるものと思われる 。一方、片口鉢11の口縁先端部に施された櫛目波状文は、 V期に特徴的

にみられるものである 。他の片 口鉢も内面の卸し目が密に施されていることから、同期に含

められるものであろう 。吉岡編年での実年代は、 N期が14世紀、 V期が15世紀前半に比定さ

れている。ゆえに本遺跡の中世遺物も 、こ の時期の幅としてとらえたい。
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(3) 木製品 （第12・13図、図版 6・7-1-9)

出土した木製品には漆器、 曲物 、 箱物、杓—f、絵描板状木製品、彫刻の施された木製品 、

箸状木製品 、井戸側部材などかある 。いずれも井戸から 出土した。

1は漆党リの台付皿である 。口径13.2cm、底径9.2cm、器高2.5cmを祖1]り、体部は内湾しな

がら立ち上かり、口唇部は丸〈おさまる 。高台はやや外方に広かる形で、使用のため端部の

摩耗か著しい。口唇部および底部外面と高台部には黒漆か、それ以外には赤漆が裕られてい

る。 SE11から 出土した。

2 -22は曲物である 。 2か SE4からで、 3 -22は SEllから 出土した。 2・3は曲物底

板で、柾目板を使用している 。 2は残存長18.3cm、残存伽3.9cm、厚さ0.4cmを測り、はめ込

み式の底板と考えられる 両面および周緑とも丁叡に格形しているが、若干反り気味である 。

周緑部には法がつけられている 。全面に煤か付培していた。3は残存長21.6cm、残存幅8.2cm、

厚さ0.75cmを測り、 1111物推定径は24cmである 。両面および梧l緑とも「寧に整形している 。周

緑部には若千法をつけ 、木目の方向を避けて径3.5cm、深さ約 1cmの釘穴を 2イし穿っている 。

全面に煤か付箔していた。

4 -22は曲物側板と考えられるものであるか、 i;11ll1していた形跡か認めに〈いものもある

ので 、 粕物カ~折敷の可能性を有するものもある 。 いずれも柾目を使用している 。 厚さは0 .15 

cm-0 .2cmを仙lるもの (5・7・8 ・10・11・14・16-18・20・22)と、約0.3cmを測るもの

(4 ・6・9・12・13・15・ 19・21)のニタイフ か゚ある 。 4 ・6・14には釘穴か穿たれてい

た。 4の釘穴は径0.4cmを測る 6には径0.35cmの釘穴か 2-{しあり、一方には木釘が残ってい

た。木釘は残存長1.1cm、先端部径0.4cmをil!ilり、側面は面取りかなされ、断面八角形を呈す

る。14の釘穴は径0.3cmを測り、片面にはつや出しのための命 I)かみられる 。同様に片面に冷

1)か施されているものには、 16と17かあ った。また、 4 ・6 ・9・13・19・21には全面に煤

が付焙していた。

23・24は板状木製品である 。23は厚さ約0.7cm、24は厚さ約1.4cmを測 り、両者とも用途は

不明である 。 ともに SEllから出上した。

25は杓子の受部と思われる 。残存最大径14.6cm、厚さ約1.4cmを測り 、かなり大形の杓＋で

ある 。腐食が著しいが、側而には若干法を有する 。 SE4から出土した。

26は絵が描かれた板状木製品である 。残存福10.8cm、厚さ約1.9cmを測り、板は柾目を使用

し、両面および周緑とも丁寧に焔形している 。周緑部には法かつけられている 。残存する周

縁から推定すると 、楕円形をなすものと 思われる 。絵は植物を 中心に描かれているようで、

線刻した後に墨を流し込んで仕上げている 。 SEllから 出土した。

27は箱物の側板で、残存長14.7cm、残存幅8.1cm、厚さ約0.7cmである 。綴じる時に組み合

わせる板との隙間かできないように、側縁には片面に法がつけられている 。 穴は一辺約0.8

cmの歪んだ方形で、綴じやすいように測縁に 向かって断面が平行四辺形を呈している。 SE
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第12図 出土木製品(1)
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第13図 出土木製品(2)

11から出土した。

28は彫刻の施された木製品である 。残存長9.5cm、幅約 3cm、厚さ約2.5cmを測り、断面は

楕円形を星する 。彫刻が施された部分は、鳥の殴の先端部分のように見える 。彫刻がなされ

ているのとは反対側の先端は、細くすぽま ってソケ ット状のようにな っている。表面は彫刻の

後に丁寧に磨いて仕上げられている 。推測の域を出ないが、組み合わせ式の鳥形木製品の糞

部分ではないかと思われる 。 SESから出土した。

29は箸状木製品である 。長さは17.2cmで、板材を縦割りにして角棒を作り、側面を粗く

削り丸みをもたせている 。断面は不整な六角形を呈する 。 SEllから出土した。
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第14図出土石器

30・31は棒状の木製晶片である 。断面は径1.8cmの円形で、表面は丁術に磨いて仕上げられて

いる 。両者とも SEllからの出土で、同様の小片が 8点出土しており、径かほぼ同ーであるこ

とから本米は 1本のものであろう 。柄杓の柄の一部かとも思われる力＼明瞭には判断できない。

32は四角柱状の木製品片である。残存長5.7cm、断面2.5cm X 1. 9cmを測り、表面には竪によ

る加工痕が認められる 。 SESから出土した。

33は桜樹皮である 。本来は細長く切って、曲物などの板材を綴じる紐に使用するつもりの

ものであろう。 SElOから出土した。

34-37は井戸側の部材と思われるものである。 34は長さ71.4cm、幅10c皿厚さ4.8cmを測り、

断面は二等辺三角形を呈する。表面は幅1.5cmの竪によって削られており、一部か焼けて炭化

している 。横板組井戸側の最上部の部材と思われる 。 SE2から出土した。 35-37は薄い板

材で、いずれも SESから出土した。35は残存長72cm、残存幅7.5cm、厚さ0.8cm、36は残存長

69cm、残存幅7.5cm、厚さ0.9cm、37は残存長43cm、残存幅 5cm、厚さ0.5cmである 。柾目を使用

しており、表面は丁寧に整形されている 。縦板を厚く重ねた井戸側の部材であろう 。

38・39は断面円形の杭である。図示できなかったが先細りとなる先端部とみられる断片が
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あることから、杭と判明した。38は残存長36.3cm、径8.3cm、39は残存長36.6cm、径5.7cmで

ある。いずれも表面ば焼けて炭化しており、 SE12から出上した。

(4) 石 器 （第 1 4図、図版第 7~ 15-18)

出土した石器には磨石と砥石がある。

1 -4は磨石で、石材は安山岩である 。 1は長さ 15.6cm、幅9.5cm、厚さ8.2cmを測り、磨

面はほぼ全面で、長軸の両端には敲打痕が認められる 。全体に煤が付箔している 。 SElOか

ら出土した。 2は残存長14.6cm、残存幅9.2cm、厚さ 6.4cmである 。磨面は全面にあり、は

は全体に煤か付箔している 。 SE16から出土した。 3は残存長12.7cm、残存幅8.6cm、厚さ4.4

cmである。磨面は片面のみで、一部に煤が付箔している 。 SKl8から出土した。 4は残存長

10.3cm、残存幅9.4cm、厚さ 4cmである。磨面は片面のみで、全体に煤が付着している 。 SK 

19から出土した。

5は砥石で、石材はi疑灰岩である 。長さ7.9cm、幅 4cm、厚さ2.3cmを測り、砥ぎ面は 4面

である 。Nl3W4グリ ソド覆土中から出土した。

(5) 鉄関係遺物 （図版第 7-10・11)

出土した鉄関係の遺物には、棒状の鉄器と鉄滓かある 。

棒状の鉄器は残存長 6cm、幅1.4cm、厚さ0.5cmを測り、断面は柘円形を呈する 。用途は不明

で、 SDlから出土した。

鉄滓は約2.5cm大で、重量は13gである。分析は行っていないが、鍛錬鍛冶滓と観察されるも

ので、 SE2から 出土した。

ri4 
SE2の発掘 （カット 2)
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ま と め

今回の太屋敷追跡の発掘調介では、中世 (14世紀から 15世紀前半）の井戸17Jt、平安時代

および中世の土坑22),1,;と小穴群、平安時代の溝などを検出した。ここでは片戸の検討を 中心

として、太屋敷追跡の性格について考えてみたい

井戸の規模 新潟県内の井戸は占坑時代か索掘りで 、 奈良 • 平安時代になると木製井戸

側が/Ji!わり、 中世ではさらに石組井戸側か出現するとの指摘かなされている (JI'1)。本逍跡

では円形索掘りの井戸が中心であ った。検出された ）j: 戸は土層断面の観察から、崩落によ っ

て形状が大き〈変化したものはなか った。

井戸は規校によ って次の 3タイフに分けることかできる 。

A 類------…確認面での上部径か130cm以上で、深さが210cm以上のもの (SE4・8・ 

12・14)。

B 類・・ ・------確認1niでの上部径か90-lZOcmで、深さが190-ZlOcmのもの (SE 2・3・ 

11), 

c 類・・・-----確認、1f1fでの上部径か70-120cmで、深さか80-l 70cmのもの (SE 1・ 5・ 

6・7・9・10・13・15-17) 

A類は規校の大きい一群である このうち SE8では部材が残存していたので、 片戸測の

あったことがわかる 。 SE 12では舷下層の明灰色枯質土中から、表面が炭化した杭か出土し

た 。 縦板組方形井戸側の周囲を杭で固定している例かあるので (.1 ~2 ) 、 SD 12出土の杭も井

戸測固定用の杭の一部である 可能性が強いと思われる 。表面が炭化している のは、水による

腐食を防ぐための ものであ ろう 。すなわち、 SE12にも井戸側のあ ったことか推測される 。

他方、同じ A類の SE4とSE14は、 i勇水のため底面まで完掘できなか った。 そのため井戸

側が存在したか否かは確認できなか ったか、数箇所ボー リングをした結果では、完全な状態

では残っていないようである 。 しかし、規校の類似する SE8とSE12において井戸側があ

ったと推;l!IJされることから、 SE4とSE14においても設沼されていた可能性かある のでは

なしヽかと思われる 。

これに対して、 A類よ り規模の小 さい B・C類は素掘り の井戸である 。 B類の SEZから

井戸側の部材と 思われるものか出上しているか、逍構の項で記したように、これは井戸廃絶

時に投棄あるいは埋附されたものと推測される 。B穎と C煩は深さ の違いで分けたか、掘堅

時の地ド水位の迫いにより井戸の深さが変わ ってく る場合がある したかって、 8・C類は

同規校の井戸としてとらえた方か良いのかもしれない。

以卜のように規校の違いによる 3タイフは 、井戸!l!llを設附していたと 推測される A類と、

素掘リの井戸であ った8 ・C類というようにとらえることかできる 。そして A類と 8・C類
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の二者、すなわち井戸側を持つか持たないかというのは、 何 らかの使い分けかなされていた

ものと思われる 。

井戸の堆積土と出土遺物 まず、井戸内の堆栢土について検討したい。

SElとSE5以外は上部層が堅くしま っていたことから、 人為的に埋め戻されたものと

判断できる 。 また 、 土層の堆積状態は SElとSE5も他 とあま り変わらない ことから、 同

様に埋め戻されたと考えられる 。堆柏土の中には SE1とSE9以外全てに、表土に類似する黒

褐色士層かみられた。その黒褐色土層には 、灰や焼土粒子あるいは炭化物を含むもの (SE

4・6・7・ 10・11)がある 。 SE12では灰層が瓦層をなしていた。

井戸側部材以外のはとんどの遺物は、井戸の中位あるいは中位下部付近から出土している 。

そして遺物を包含するのは、概ね黒褐色土層か灰層であった。すなわち遺物は 、井戸の中位

あるいは 中位下部に人為的に埋められた黒褐色土層 （灰や炭化物 ・焼土粒子を含むものもあ

る）や灰層とともに、意識的に埋納されたと理解されるのである 。

次に、井戸から出土した遺物について検討したい。

井戸出土遺物を列記すると 以下のようになる 。

SE 2 …•• • •• • 珠洲焼片 2 、土師質土器片 2 、 鉄滓 1 、礫 1 、井戸側部材 1

SE 3 ......... 薄板材片 2

SE 4………珠洲焼片 l、土師器片10、曲物底板片 1、杓子片 1

SE 5 ……••• 土師質土器片15、曲物片 3

SE 6 .. …・ ・・・ 木片 1、赤漆塊

SE 8・ …… • • 珠洲焼片 4 、青磁片 1 、土師質土器片 11 、 彫刻の施された木製品片 （鳥形

の翼部分か） 1、四角柱状木製品 l、井戸側部材17、煤か付着した礫 3

SE 9 ......... 土師質土器片11、礫 1

SElO・・・・・・・..珠洲焼片 1、土師質土器片 l、桜樹皮 l、木片 7、煤が付着した磨石 1、

焼けた礫 l

SEll .. ……• 土師質土器片 2 、漆器片 1 、曲物片 21 、 箱物片 1 、絵描板状木製品片 1 、

箸状木製品 l、棒状木製品片 （柄杓か ）10、四角柱状木製品片 l、不明木

片 2、小枝 3

SE 12・ …• • • •• 珠洲焼片 6 、土師質土器片 2 、 表面か炭化した杭 8

SE 13・・・・・・・・・ 焼けた礫 4

SE 14 .. …… • 珠洲焼片 2 、 白磁片 1 、 土師質土器片 2 、木片 1 、焼けた礫 2

SE 15・・・・・・・・・木片 2 

SE 15 .... …••珠洲焼片 1 、板材片 2 、煤が付着した磨石 l

SE 17……••• 土師質土器片 3

前記し たよ うに 、これらの遺物ははとんどか埋井時に意図的に埋納されたと考えられるも
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のである 。そこで、これらの遺物の特徴をみてみたい。

ます、完形品の全くないことが挙げられる 。陶磁器や木製品類は全て破片か断片で、それ

らを復元しても本米の形にもどるものはなかった。また、木製品類では SE4の曲物底板、

SEllの曲物片には煤か付着していた。 SE2の投棄あるいは埋罰された部材にも、煤の付

済か認められる 。 同様に煤の付済した礫が SE8から、同じく磨石か SElOとSE16から、

焼けた礫か SE10・13・14から出土した。

次に木製品類についてみると、曲物片か最も多い。井戸から曲物片か出土する例はよ〈認

められる 。汲んだり盛ったりする容器には神霊力噌iもり、曲物柄杓はしばしば呪具として用

いられ、その習俗は今日に伝承されているとの指摘かある （註 3)。曲物や箱物、杓子なども

同様の機能を持つもので、呪具としてみなされた側面もあったのではないだろうか。桜樹皮

も曲物や箱物などの綴じ紐に用いるものであるから、同様の性格を付したのかもしれない。

新潟県内では、上越市高畑遺跡の井戸 SElOでも桜樹皮が検出されている （註 4)。

彫刻の施された木製品は 、鳥形の殴部分と推測される 。中世の井戸から鳥形木製品が出土す

る例は、石川県穴水町御館遺跡や同白山橋遺跡（註 5)など能登地方にまとま ってみられる 。

本追跡出土のものとは形態が異なるか、いずれも組み合わせ式である 。天翔ける鳥か神の国

と人の世のなかだちをする使者であるとの信仰がみられることから （註 6)、鳥形木製品も祭

祀的な性格を持つものであろう 。

箸状木製品は実用された痕跡かなか った。前記の石川県穴水町白山橋遺跡では、鎌倉時代

後半の方形土坑の中から獅子頭 ・人形 ・舟形・矢形 ・鳥形とい った祭具が、多絨の箸状木製

品によ って投われた状態で出土している 。この点より、祭具を包含していた状況を重視し、

箸状木製品のー用途か、古代の斎串のように聖空間を示すものとの指摘がなされている（註

7)。本遺跡出土の箸状木製品も未使用であったことを考えると、祭具として使われた可能性

が強い 。 ちなみに県内では、奈良 • 平安時代の井戸において斎串が出土している例か幾つか

みられる（註 8)。

鉄滓が SE2から 1点出土している 。 意識的な埋納か偶然の陥入かの判断は難しい。しか

し煤の付着した礫や木製品などのように、火との係わりがみられるものの出土が多いことか

ら、鉄滓もそれらと同意義的なも のと考えるのが妥当であろう 。鉄滓が出土する井戸は新潟

県内ではしばしばみられ、特に吉川町樋田遺跡では、中世の井戸331基中75基か ら検出されて

いる （註 9)。

以上のように、井戸出土遺物は、祭具としてとらえられるものの多いことかわかる 。

埋井の呪儀 井戸をめぐる祭祀には、掘竪時の鎮めや汚染による清浄への鋲め、埋井時

の鎮め、井戸のうちの霊物（水の神）に対してのまつ 1)などがある 。その中で古代から今日に

至るまで、井戸を埋める時に呪術か働き、祭式か行われていたことはすでに指摘されている

（註10)。発掘調査に参加しておられた地元の方に聞〈と 、井戸を埋める際に梅の小枝と葦を
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中に投じ、井戸の神に対して 「ウ)て→ シ」 との承諾を得ることを、最近まで行っていたと

のことである 。

本逍跡での井戸出土辿物と、堆柏土陪との係わりからみた逍物出土状態とを合わせて考え

ると、そこに埋井の呪儀か行われていたことを指摘できる。先にもみたように、 出土逍物の

中には煤か付着したり、焼けた痕跡のあるものか多〈みられた。さらに堆梢土には灰や炭化

物、焼土粒＋を含む府か多〈存在した。 したがって呪儀の一過程において、火を用いる行為

のあ ったことかわかる 。

ところで、 SK 18で煤の付済した礫か、 SK 19で煤の付杓した磨石か出土している 。 これ

らは井戸において検出された礫や磨石と 同様のものである 。 SKl8は底面と墜の下部が若 F

焼けており 、SKl9は蚊下陪が生焼けの状態であ った。火を焚いた土坑であり、埋井の呪儀

の過程に係わる追構の可能性か極めて強いと考えられる 。

以上のことから、埋井の呪｛義を復元すると以下のようになる 。

まず、井戸側が設岡してある場合はそれを取り除き、井戸の 4分の 1から 3分の 2程度を

埋める 。井戸側かない場合も同様に埋める。

次に、破損した木製品や陶磁器類を井鎮具として投入する 。この時に 、 SK18・19におい

てみられる火を焚く呪儀があり、 片鉛具もこの火を用いる過程に供せられたと考えられる 。

逍物が出土する層はほとんどが黒褐色土層であ った。黒褐色土層は現在の表土に類似し、お

そら〈埋井時の表土であ ったものと推祉I]される 。 したかってJ-1噌貞具は地面上に並べられ、表

土や灰、礫などとともに投じられたのであろう 。 SE4では上師器片が出土しているか、 -

の時点で混入したものと思われる

蔽後に、さらに土を投い完全に埋め、陥没しないようにヒからつき固める C

太屋敷遣跡ではこのように埋井の呪儀か復元できた。新彬県内では、井戸の堆栢土中に灰

や炭化物および焼土粒 fを含む層かあ ったり、火を受けた痕跡のある瑣物か出土する例はし

ばしばみられる （註11)。本追跡と同様な埋井の呪儀は、古代から 中世にかけて、 県内のかな

リ広範囲にわた って行われていたものと思われる 。

太屋敷遺跡の性格 本辿跡の存続期間は、平安時代と中世 (14世紀から 15世紀後半）に

分かれる 。平安時代の主な沿構は上坑と溝であ った。溝は自然堤防の裾に沿って延びること

から、何らかの区画を怠図したものと考えられるか、今回の調在では土坑も含めてその性格

は不明である 。

太屋敷追跡か最も発達した時期は、 14世紀から 15世紀後半である 。主な逍構は 井戸と土坑

で、 小穴もこの時期に含まれるものかあろう 。建物跡となる 小穴は確認できなか ったが、 小

穴か密集する標店の裔い部分は、発掘調杏時には地山が30-50cm削られていたので、建物が

あった可能性は必ずしも否定できないものと思われる 。多数の井戸が機能していたことから、

本直跡が所在する「太堅敷」という字名が示すように、中世の屋敷地だったのかもしれない
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上越市子安遺跡では、 3棟あるいは 5-6棟で構成された建物群に、 4基程度の井戸かとも

なうとされている（註12)。また古川町樋田遺跡では、井戸の分布は建物群とほほ一致してお

り、建物と建物の間あるいは建物群の周辺に分布している傾向があるという（註13)。それに

しても本逍跡では井戸の数が多く、その密集度は県内の遺跡中でも極めて高い部類に属する 。

昭和61年の確認調在でも、遺構の発掘は行っていないため明言はできないか、井戸と推測さ

れるものが幾つか検出されている 。この確認調ft区は今回の調査区域の束約20m付近である

ことから、井戸の分布はまだ広範囲に広がるようである 。

いずれにせよ、太屋敷逍跡の性格は今回の調杏だけからでは明確な判断は下せず、中世の

屋敷地の可能性があることを指摘しておくにとどめたい。西占志地方から蒲原地方へ通じる

街迎と河港大河津をひかえて、交辿の要所に位附していたということも本逍跡を考えるうえ

で重要なことと思われる。今後の調介の成果をまちたい。
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